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会社概要
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導⼊企業（⼀例）

会社理念 先端技術を、経済実装する。

所在地 〒100-0004 
東京都千代⽥区⼤⼿町⼀丁⽬２番１号
Otemachi Oneタワー６F

技術アドバイザー 國吉 康夫（ 東京⼤学⼤学院情報理⼯学系研究科 教授 ）
⽊下 裕介（ 東京⼤学⼤学院⼯学系研究科 准教授 ）

資本⾦ 1.0億円（ 2023/11/30時点 ）

従業員数 125名（ 2023/11/30時点、アルバイト含む ）

加盟団体

代表者 代表取締役 執⾏役員 社⻑
⽯川 聡彦（ Akihiko Ishikawa ）

ワークショップ
アドバイザー

川越 ⾄桜（ 東京⼤学⽣産技術研究所 准教授 ）

会社名 株式会社アイデミー（ 証券コード 5577 ）
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先端技術を、
経済実装する。

Mission

AIをはじめとした新たなソフトウェア技術を、
いち早くビジネスの現場にインストールし、

次世代の産業創出を加速させる。
それが、私たちアイデミーの使命です。

Value

Client First
お客様に最⾼の価値を提供し、期待を超えた感動を追求しよう。

すべてはお客様のために

Top Speed
スピード感ある判断・⾏動を通じて、⾼い成⻑性を実現しよう。

爆速、その先の成⻑

Scientific Mindset
事実やデータに対して素直に向き合いながら、常に挑戦しよう。

科学者たれ

One Aidemy
ミッションを達成するために、全員の⼒を合わせよう。

信頼と尊敬



取引先企業様 例
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2023年5⽉末時点

⾃動⾞／輸送機器 電気機器 建設/プラント

製造業等

⾦融・コンサル 商社/⼩売

情報通信

● 株式会社豊⽥⾃動織機

● マツダ株式会社

● ⽇本精⼯株式会社 ● 豊⽥鉃⼯株式会社

● 本⽥技研⼯業株式会社

● ジヤトコ株式会社

● 株式会社アイシン

● キヤノン株式会社

● キヤノンマーケティングジャパン株式会社

● 京セラ株式会社

● ダイキン⼯業株式会社

● 株式会社⼤和証券グループ本社

● スミセイ情報システム株式会社

● SCSK株式会社

● 明治安⽥システム・テクノロジー株式会社

●ユニプレス株式会社

● 東芝エレベータ株式会社

● コニカミノルタ株式会社

● IDEC株式会社

● オムロン ソフトウェア株式会社

● ⽇鉄ソリューションズ株式会社

● 株式会社富⼠通エフサス

情報通信／システム開発

● 住友商事株式会社● 復建調査設計株式会社

● ⽇鉄テックスエンジ株式会社

⾮鉄⾦属
● 古河電気⼯業株式会社

● 株式会社プロテリアル

● 住友電気⼯業株式会社

● 三井⾦属鉱業株式会社

● 神鋼鋼線⼯業株式会社

● トピー⼯業株式会社

商社/卸売/⼩売

その他製造

● ⽇本ガイシ株式会社

● ⼤⽇本印刷株式会社

● 東洋製罐グループ
ホールディングス株式会社

● TOPPAN
ホールディングス株式会社

● YKK株式会社

化学・製薬
化学

● 住友精化株式会社

● 旭化成株式会社

● JSR株式会社

● 栗⽥⼯業株式会社

● 三井化学株式会社

● ⽇産化学株式会社

● ⽇本ゼオン株式会社

● 花王株式会社● 富⼠フイルム株式会社

● 株式会社クレハ

● 株式会社ダイセル ● 東洋インキSCホールディングス株式会社

製薬

● エーザイ株式会社

● ⼤塚ホールディングス株式会社

⾦融/保険/証券/不動産 コンサルティング

半導体/医療機器

● キオクシア株式会社

● シスメックス株式会社

⼯作機械/産業機械

● SOMPOシステムズ株式会社

⾷料品

⾷料品

● 味の素株式会社

● 株式会社ニチレイ

⼈材
⼈材

● 株式会社テクノプロ

● 株式会社アルプス技研

● ⽔ing株式会社

● ⿅島建設株式会社



提供サービス

リテラシーの底上げ 開発・運⽤伴⾛

全社まるごとDX推進パートナーとして、貴社のデジタル変⾰を⼀気通貫で伴⾛⽀援

ワークショップ・ハンズオン研修

オンラインDXラーニング

座学から実務への架け橋

⼿を動かすアウトプット実施や、

講師からフィードバックを得ることで

座学で学んだ”知識”を

実務で使える”知恵”へと昇華

プロジェクト伴⾛⽀援

DX内製化実現に向けた
プロジェクトの
伴⾛型⽀援サービス

DSAT*
デジタルスキルアセスメントテスト

危機感醸成セミナー
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*Aidemy Businessで利⽤できるアセスメントテスト「DSAT」は、2024年9⽉末に閉鎖となります。



Aidemy Business（オンラインDXラーニング）

サービス概要
導⼊事例紹介
Appdendix



Aidemy Businessサービス概要

⽇本最⼤級
DX研修プラットフォーム

経営者から選ばれる
No.1 DX⼈材育成サービス

1

社会⼈から選ばれる
No.1 DX⼈材育成サービス2 法⼈向けオンライン

DX⼈材育成サービス受講者数3

【経営者から選ばれる、No.1 DX⼈材育成サービス / 社会⼈から選ばれる、No.1 AI学習サービスについて】
⽇本マーケティングリサーチ機構調べ
調査概要︓2021年5⽉期 ブランドイメージ調査

【法⼈向けオンラインDX⼈材育成サービス受講者数No.1について】
調査元︓ESP総研
調査対象︓JDLA E資格認定講座所持企業 18社の提供する有料法⼈受講者数（累計）
調査期間︓2021年6⽉3⽇〜2021年7⽉26⽇

3つの

ユーザー数22万⼈超

DX推進⼒を⾼める｢オンラインDXラーニング｣
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DX化されている状態

他社が模倣できない
⾃社独⾃の強みを持つ

ビジネス競争環境の変化スピード
を理解し、ドメイン・デジタル

知識の両⽅を持ち、
ビジネスに活⽤している。

縦割りで分業化された組織の中に
横軸の連携⼒があり、
組織として全体最適化が
実現できる体制がある。

⾃社の競争⼒の源泉を把握し、
既存・新規事業はそれぞれの

市場変化に合わせた戦略を持つ。

⾃社の競争⼒のコアになる部分
は⾃社で内製する。

内製できる⼈材・ノウハウが
社内にある。

横軸の連携⼒

全社員のリテラシー組織体制 事業戦略 デジタル⼒

ドメイン
知識

デジタル
知識

DX
マインド

変わりゆくビジネスの
競争環境に適応できる

結果として

組織の遂⾏能⼒が⾼い デジタルを強みとして
活⽤している

DX化されている状態
DX化されていないと
市場の変化に適応できず
競合企業に遅れを取る
ノーマークだった

デジタル⼒のある企業に
市場シェアを取られる

既存製品 新製品

既
存
市
場

新
市
場

市場開拓

市場浸透

多⾓化

新製品開発

アンゾフの成⻑マトリクス

競争⼒の源泉

デジタル⼒

デジタル
技術⼒

データ
活⽤⼒

ソフトウェ
ア(改善)⼒

⾃社独⾃の強み
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全社的なDX推進における障壁
イントロダクション

DX⼈材の割合が少ないため、DX推進が難航

DXリテラシーのない
Not-DX⼈材

DX
⼈材

エキスパート

アドバンス

エントリー

エキスパートのDX⼈材

Not-DX⼈材は 指揮を受けても動けない、

エキスパート⼈材の採⽤/育成
だけではDX化が進まない

社内の
⼈材割合

事業変⾰業務改⾰
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Aidemy Business導⼊後のイメージ
イントロダクション

｢⾼いDX推進⼒を持つ組織｣へと変化

Not-DX⼈材

エキスパート

アドバンス

エントリー

社内の
⼈材割合

・データ分析からインサイトを創出できる
・デジタルサービスを企画・実装できる
・実践的なAIプログラミングできる

・DXの必要性・背景を理解している
・デジタル技術の特性・活⽤例を理解している
・AIの特性・活⽤例を理解している

エキスパートの協⼒を得て
・データ分析からインサイトを創出できる
・デジタルサービスの企画・実装できる
・統計分析・AIプログラミングできる

各⼈材のレベル定義

ビジネス現場で働く⼈材

⾃社業務の専⾨知識 デジタル素養・知識x

エキスパート⼈材と共に協働できる
エントリーレベル以上のDX⼈材を増やす

指揮の下、動ける⼈材が増えて
DX推進が加速する

エキスパートDX⼈材
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Aidemy Businessの特徴３つ
特徴

02.サポート01.コンテンツ 03.システム

DX推進⼒を⾼める｢オンラインDXラーニング｣

DX/AIに特化した
コンテンツが学び放題

専任担当による
⼿厚いサポート体制

継続学習・知識定着を
⽀援するシステム

AI
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DX/AIに特化したコンテンツが学び放題
特徴1:コンテンツ

DX推進に必要な「共通⾔語・知識・スキル」の習得

様々なニーズや
社会的課題に沿って、⾃社で企画

コンテンツの質コンテンツの網羅性

社内社外から、テーマに合わせて
選抜されたプロフェッショナル

コンテンツ部には教科書・学習参考書
などの編集経験を持つメンバーが在籍

アイデミーのコンテンツ部が
⼀貫した制作・品質管理を実施

毎⽉新しいコースが追加

コンテンツの数

テーマ

講師

制作
担当

対象 ビジネス職 ITエンジニア職

レベル ⼊⾨ 基礎 実践

カテゴリ

IT DX AI

データの
操作

機械学習 開発⼿法

プログラミング
(Python)

AIビジネス,
事業企画

その他

230
コース以上
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DX/AIに特化したコンテンツが学び放題
特徴1:コンテンツ

⼈気コースの⼀例
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DX/AIに特化したコンテンツが学び放題
特徴1:コンテンツ

DX基礎

DXの定義, 求められる背景,
DX実現に不可⽋なデジタル技術など

DXリテラシーを学ぶ

＃ コース名 時間
(h)

1 ビジネスパーソンのためのDX⼊⾨
（ディティール版） 3

2 DX時代のデジタル技術と開発⼿法 1.5

3 DXを加速させるための
たった1つのポイント 1

カリキュラム合計時間(h) 5.5

PM・プランナー

DXプロジェクトや、
AIが絡むプロジェクトの

⽴案・管理を学ぶ

＃ コース名 時間
(h)

1 マスクド・アナライズの
「AIビジネス活⽤を考える」 1

2 オープンイノベーション実践のための
AIリテラシー 1.5

3 AIプロジェクトマネジメント 1.5

4 投資対効果を最⼤化するAI導⼊ 3

5 事例で学ぶ︕DX事業⽴案 3.5

6 AIプロジェクト推進⼒向上 4

カリキュラム合計時間(h) 14.5

Python基礎
機械学習や

WEBアプリケーションなどで
使⽤されるプログラミング⾔語

｢Python｣を学ぶ

＃ コース名 時間
(h)

1 プログラミング超⼊⾨ 2

2 初学者向けの
オブジェクト指向プログラミング 2

3 はじめてのPython 4

4 Python基礎 4

5 ライブラリ「NumPy」基礎（数値計算） 3

6 ライブラリ「Matplotlib」基礎（可視化） 4

7 ライブラリ「Pandas」基礎（表計算） 2.5

カリキュラム合計時間(h) 21.5

Python実践(画像認識)

画像データによる異常検知など、
ビジネス現場で応⽤できる

画像認識スキルを学ぶ

＃ コース名 時間
(h)

1 CNNを⽤いた画像認識 3

2 男⼥識別（深層学習発展） 3

3 ⼿書き数字認識（kaggleのコンペ） 4

4 画像データによる異常検知︓⼊⾨編 3

5 画像データによる異常検知︓実践編 3

カリキュラム合計時間(h) 16

5.5時間 14.5時間 21.5時間 16時間

カリキュラムの⼀例
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専任担当による⼿厚いサポート体制
特徴2:サポート

様々なお客様と向き合ってきた専任担当

担当の特徴

Aidemy Businessご導⼊背景や、
貴社のビジネス・DXビジョンを

理解した上でご⽀援

クライアント様の⼈材育成のお悩み・課題に
⽇々向き合い、培ってきた肌感覚を持つ

（経営層から現場チームまで）

DX推進の全体をサポート
主に、ゴール設定・ロードマップ作成など、
育成計画のブレーンを担当

カスタマーサクセス
DX⼈材育成をサポート

効果的な受講促進や、
育成課題の解決に向けた提案を担当

カスタマーサポート
受講ユーザーをサポート

⽇々のお困りごとや質問に対して
迅速な解決を⽀援する担当

アカウントエグゼクティブ

トリプルサポート体制
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専任担当による⼿厚いサポート体制
特徴2:サポート

サポート内容の⼀例

定例MTGを含む
定期的なコミュニケーションにより下記をサポート

⼈材育成の
ゴール設定

(⼈材像/スキルの定義)

役職別
カリキュラム
の提案

育成の
中間観測

(受講データ分析/
習熟度テスト)

ライセンス
運⽤⽅法の提案
(公募形式や学習期間など)

システムの
利⽤⽅法の⽀援

受講状況/課題
に対する施策
の提案

ユーザー会へご招待

クローズドな空間で、WEB上にはないリアル
なDX⼈材育成担当者の体験談が聞ける
下記テーマについて、ユーザー企業様がご登壇

テーマ例︓
⼈材育成・Aidemy Businessご活⽤⽅法や実務への活かし⽅

ユーザー企業の担当者様同⼠で、
DXに関して情報交換ができる

ユーザー会の様⼦
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継続学習・知識定着を⽀援するシステム
特徴3:システム

受講者向け機能

マルチデバイス対応の
動画視聴

環境構築不要の
プログラミング演習

動画コースは複数チャプターから構成され、
隙間時間でも学習がしやすい仕組み。

プログラミング学習で挫折しやすい
ポイントである環境構築が不要。
プログラミング初学者でも学びやすい仕組み。
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継続学習・知識定着を⽀援するシステム
特徴3:システム

受講者向け機能

質問する
(2営業⽇以内返信)

受講画⾯の右上にあるボタン 24時間いつでも質問可能

2営業⽇以内に
チューターから回答が届く

質問回数の制限なし

不明点はその場で質問(質問箱機能)
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継続学習・知識定着を⽀援するシステム
特徴3:システム

管理者向け機能

▼受講者ごとのカリキュラム進捗確認画⾯

カリキュラム内
のコース進捗率

コースの学習途中で
離脱しているコースから、
苦⼿分野の傾向がわかる

演習問題で
初回正解するまで

の不正解回数

受講者の得意・不得意分野
の傾向がわかる

総学習時間
⼈材育成のKPIに利⽤可能な

受講者の学習時間がわかる

CSV項⽬ 分析からわかる内容

カリキュラム外
のコース進捗率

カリキュラム以外で
受講者が興味の

持っている分野がわかる

受講進捗管理
(CSVでダウンロード可)

CSVデータから
分析できる内容

カリキュラム・所属・タグ・ライセンス有無ごとに
該当する受講者のカリキュラム進捗⼀覧が確認可能
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継続学習・知識定着を⽀援するシステム
特徴3:システム

テスト機能

▼テスト受験者管理画⾯

テスト不合格の受講者が
再テストを受けられる機能あり

▼テスト受験画⾯

▼テスト結果確認

出題の元となった
コースに遷移・復習可能

カリキュラムごとにテスト作成
(出題コース, 問題数, 合格正答率, 制限時間等が設定可)

受講者メリット｜知識定着のサポートになる 管理者メリット｜受講者の習熟度がわかる
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(2023年度は 4,000名が本研修受講予定)

⼀⼈ひとりがDXに参画して、
成果を発揮するために必要なリテラシー

全社横断の基礎教育

経済産業省が提⽰する
「DXリテラシー標準」に準じたカリキュラム現場主体のDXによる⽣産性向上

全社員 約2万5千名を対象に
DXリテラシーを学ぶ研修を実施

学習内容 (全社員共通)全社教育の背景

現場社員が、現場でのデジタル技術活⽤の
実現にむけて、社内外の関係者と適切な
コミュニケーションができる状態を⽬指す

新しい価値を⽣み出す
⼼構え・姿勢を理解

外部環境の変化・
DXの重要性を理解

データ・デジタル技術
の理解

データ・デジタル技術
の事例・活⽤⽅法の理解

マインド・スタンス Why

WhatHow

参考︓ 経済産業省 ｢DXリテラシー標準 ver1.0｣
https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/skill_standard/DX_Literacy_standard_ver1.pdf

「DXリテラシー標準」の⼤項⽬
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全社員対象のDXリテラシー研修を実施
キヤノン株式会社

導⼊事例1

全社的なDX教育に向けたAidemy Businessの活⽤｜ニーズに合わせたコンテンツの制作・提供



グループDX戦略推進に向けて、全社員を対象にしたデジタル⼈材育成研修を実施
株式会社ニチレイ

導⼊事例2

約400名

約3,500名

⾃社課題に対して
デジタルを活⽤できる⼈材

デジタル化に向けて、アクションがとれる⼈材｜ 応⽤研修
• データ分析やデジタルツール等を活⽤できる⼈材を育成
• (研修はアイデミーの実践研修も含めてご検討中)

現場のDX推進や
新規事業創出等を推進するリーダー

従業員⼀⼈ひとりがごく当たり前に
データ・テクノロジーを使いこなし、

地球と⼈々に新たな価値を提供し続けます。

DX戦略

デジタル化の必要性を理解している⼈材｜デジタル⼈材育成研修

応⽤研修の
修了者から選出

カリキュラム内容

2022〜2023年度内 DXに関する
知識

デジタル技術の
知識/スキル

データ分析
スキル

（データサイエンス）

• Aidemy Businessを活⽤し、デジタルリテラシーを持った⼈材を育成
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DXゴールに向けて、全社的なデジタル⼈材育成を実施
マツダ株式会社

導⼊事例3

アイデミーが”DX推進パートナー”として、Aidemy Business全社プランを提供し、組織のデジタル変⾰をご⽀援。

直近3年のゴール

全社員を対象に、デジタル⼈材へのリスキリングを実施

DXに関する
知識

デジタル技術の
知識/スキル

ビジネスに関する
知識/スキル

圧倒的短期間で
価値ある製品やサービスを

社会に提供可能へ︕

DXゴール

全社教育の背景

• グローバルでの環境規制などの経営環境の
変化に対する適応能⼒

• ⾃動⾞産業の新時代「CASE時代」に求めら
れる新しい価値創造⼒

著しく変化する
ビジネス環境・競合競争に対する戦略として、
組織のデジタル変⾰（デジタル⼈材育成）を決断

▼デジタル⼈材育成により、下記の組織⼒を強化

全社⼈材を分類・個別カリキュラム提供

データ分析
スキル

（データサイエンス）

カリキュラム内容

o ⼈材を3つに分類（役員・ビジネスプロモート・モノづくり）
o 階層・職種別にカリキュラムを⽤意
o カリキュラムは、基礎から発展的な内容を学べる構成

今後の実施予定

役員向け
ビジネスプロモート向け

ものづくり向け

Aidemy Businessでの研修内容拡充による業務への実装
業務改善ワークショップを活⽤した業務改善の実施
Modeloyを活⽤したDXプロジェクトの推進
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DXリーダー⼈材が⾒つかる｢⼈材発掘ツール｣
Appendix

導⼊企業様の受講状況グラフ
会社規模: 10,000名以上

受講対象者: 74名 (会社から選抜)

カリキュラムコース数: 10

完
了
コ
ー
ス
数

10

受講者

かなり専⾨的な分野まで
⾃発的に学習した層

カリキュラムに指定された
10コースを完了した層
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